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學
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究
會
議
「
洞
天
福
地
與
東
亞
文

、

」
報

土

屋

昌

二
〇
一
八
年
十

二
十
四
日
午

、
北
京
の
淸
華
大
學
建
築
設

計

究
院
で
「
洞
天
福
地
と
東
ア
ジ
ア
文

、
イ
メ
ー
ジ
（
洞
天
福

地
與
東
亞
文

、

）」
と
い
う

究
會
議
が
開
催
さ
れ
、
先
日

く
な
ら
れ
た
當
學
會
理
事
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ペ
ー
ル
敎
授

ほ
か
、
當
學
會
員
三
名
（
大
形
徹
、
鈴
木
健

、
筆

）
が
招
か
れ

て
參
加
し
た
の
で
、
關

の
話
題
も
含
め
て
、
本
稿
で

に
紹

介
し
た
い
。

本
會
議
は
、
淸
華
大
學
國
家

產
セ
ン
タ
ー
と
淸
華
大
學
建
築

設
計

究
院
文

、

產
保
護
セ
ン
タ
ー
の

催
に
よ
り
、「
洞
天

福
地
」
の
文

、

義
と
そ
の
東
ア
ジ
ア
文

、

に
お
け
る
イ
メ
ー

ジ
を
討
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
洞
天
」
と
い
う
考
え
方
は
、

山
中
の
洞
窟

の
神
仙
世
界
を
さ
す
も
の
と
し
て
、
東
晉
末
ま
で

に
は

立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

の
司
馬
承
禎
の
と

き
に
、
祥
福
の
地
を
さ
す
「
福
地
」
と
結
び
つ
き
、
十
大
洞
天
三

十
六
小
洞
天
七
十
二
福
地
そ
れ
ぞ
れ
に
棲
ん
で

宰
す
る
神
仙
や

領
域
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
あ
と
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
の

念
は
一
種
の
文

、

置
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
文

、

營
爲
に
作

用
し
續
け
て
き
た
。
今
回
の
會
議
は
、
そ
の
洞
天
福
地
を
文

、

產
保
護
の
射

の
も
と
に
專
ら
討
論
す
る
點
で
、
お
そ
ら
く

の
試
み
だ
と
思
わ
れ
る
。

六
九

究
會
議
「
洞
天
福
地
與
東
亞
文

、

」
報



洞
天
福
地
の

在
地
、
洞
天
福
地
た
る

以
な
ど
、
不

な
點

が
多
い
が
、
少
な
く
と
も

敎
の
修
行
や

丹
に
か
な
っ
た
場

だ
っ
た
は
ず
で
、
だ
と
す
る
と
、
優
れ
た
山
水
が
あ
り
、
藥
草
や

鑛
物
を
は
じ
め
と
す
る
產
物
が
豐
か
な
場

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

地
形
や
氣
候
が
變
わ
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
で
も
、
そ
の
場

が
優

れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
る
場
合
も
あ
る
。
多
く
の
場
合
、

が
建
っ
て
お
り
、

敎
徒
が
實

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
文

、

と
自
然
の
結
び
つ
き
は
、
中
國
の

史
の
根
底
に
流
れ

續
け
た
水
脈
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
を
榮

と
し
て
中
國
文

、

は

開
い
た
と
言
っ
て
も

言
で
は
な
い
。
こ
れ
を
い
か
に
し
て

保
護
す
る
か
は

緊
の
課
題
で
あ
る
。

今
回
、
こ
の
課
題
に
向
け
て
本
會
議
を
招
集
し
た
の
は
、
淸
華

大
學
建
築
學
院
・
淸
華
大
學
國
家

產
セ
ン
タ
ー

任
の
呂
舟
敎

授
で
あ
っ
た
。
彼
は
中
國
古

跡
保
護
協
會
（IC

O
M
O
S
-

C
H
IN
A

）
の
副

席
で
も
あ
り
、
文

、

產
保
護
の
敎
育

究

と
實

に
從
事
し
、
こ
の
方
面
の
規
定
や
方
策
の
立
案
に
關
わ
っ

て
き
て
い
る
。
呂
舟
敎
授
ほ
か
關
係

が

體

に
考
え
て
い
る

の
は
、
洞
天
福
地
を
世
界
文

、

產
候
補
と
し
て
中
國
政
府
に
申

す
る
準
備
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

當
日
は
、
ま
ず
呂
舟
敎
授
か
ら
本
會
議
の
趣
旨

が
あ
り
、

洞
天
福
地
の
環
境
保
護
の
重

性
が

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
な

究
發
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
以
下
、
敬

略
）。

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ペ
ー
ル
「
洞
天
福
地
｜
中
國
傳
統
文

、

に
お
け
る
自
然
哲
學
と

敎
の
自
然
保
護
區
」
は
、
多

な
寫
眞

や
文

、

を
使
っ
て
、
古
代
以
來
の
世
界
の
宗
敎

地
に
お
け
る
自

然
保
護
の

況
を

し
た
う
え
で
、

敎
の
文

、

跡
が
、
自

然
環
境
を
保
護
し
生
物
の
多

性
を
維
持
す
る
點
で

出
し
た
特

を
備
え
て
お
り
、
中
國
哲
學
が

國
時
代
以
來
、
自
然
環
境
を

重

し
て
宗
敎
思
想

な
重

性
を
與
え
て
き
た
こ
と
を
論
證
し

た1
）。

シ
ペ
ー
ル
敎
授
は
二
〇
一
三
年
か
ら
、
世
界
自
然
基
金
會

（W
W
F

）
の
協

の
も
と
、「
愛
山
基
金
會
（A

ish
a
n

F
o
u
n
d
a
-

tio
n

）」
を
設
立
し
、
洞
天
福
地
の

究
と
保
護
に
つ
と
め
て
き

た
よ
し
で
あ
る
。
そ
の
基
本

な

究
方
法
は
、
文

、

史

究
に

動
植
物
の
環
境
史
と
自
然

源
の
知
見
を
合
わ
せ
た
も
の
を
め
ざ

し
て
い
る2

）。
そ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
世
界
の
環
境
問
題
の
打
開
策

を
考
え
よ
う
と
す
る
志
向
を
持
っ
て
い
る
。 七

〇

究
會
議
「
洞
天
福
地
與
東
亞
文

、

」
報



張
廣
保
「

以

筆
記
小

に
お
け
る
洞
天
福
地
」
は
、

敎

の
洞
天
福
地
や
水
府
の

念
を

代
以

の
文

、

に
博
く
あ
た
り
、

洞
天
の

念
に
分

を
與
え
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
た
。

大
形
徹
「
王
屋
山
と
天
壇
」
は
、

の
司
馬
承
禎
の
『
天
地
宮

府
圖
』
で
王
屋
山
が
、
第
二
小
洞
天
か
ら
第
六
小
洞
天
で
あ
る
五

嶽
を
ひ
か
え
て
第
一
に
位
置
附
け
ら
れ
て
い
る
點
に
、
五
嶽
を
祭

祀
す
る

代
の
儒
敎
を
お
さ
え
て

敎
を
上
位
に
置
こ
う
と
す
る

司
馬
承
禎
の
考
え
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

土
屋
昌

「

鮮

島
の
洞
天
福
地
文

、

」
は
、
新
羅
が

の

玄
宗
時
期
に

敎
を
受
け
入
れ
、
新
羅
で
の

敎
儀
禮
實
施
の
た

め
に
玄
宗
は
、

敎
經
典
だ
け
で
な
く

士
も
派

し
、
そ
の

士
は
洞
天
思
想
に
も
と
づ
い
て
新
羅
で
の

敎
儀
禮
を
お
こ
な
っ

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
新
出
土
の
文

、

も
使
っ
て
論
じ

た
。鈴

木
健

「
洞
天
福
地
と
日
本
の
修

」
は
、

敎
と
日
本

の
修

を
多
數
の
修

の
實

環
境
・
景

の
寫
眞
を
使
っ

て
比
較
し
、
洞
天
福
地
の
思
考
方
法
が
日
本
の
修

に
影

し

て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
展

を
示
し
た
。

會
場
は
學
生
や

究

で
滿
席
で
あ
っ
た
。
シ
ペ
ー
ル
敎
授
へ

の
期
待
と

敬
が
ホ
ー
ル
に
は
滿
ち

れ
、
上
記
の
目
標
に
向
か

お
う
と
す
る
大
衆
の
熱
氣
が

く
感
じ
ら
れ
た
。
私
た
ち
と
し
て

も
、
シ
ペ
ー
ル
敎
授
の

咳
に

れ
た
こ
と
は
多
く
な
く
、

野

の
幅
廣
さ
と
文

、

使
用
の

さ
、
中
國
語
と
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語

（
い
ず
れ
も
母
語
で
は
な
い
）
の
見
事
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。
そ
し

て
、

念
な
が
ら
、
こ
れ
が
中
國
に
お
け
る
シ
ペ
ー
ル
敎
授
の

期
の

演
と
な
っ
て
し
ま
っ
た3

）。

當
日
午
後
に
は
、
世
界
文

、

產
の
申

準
備
の
た
め
の
豫
備

な
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
、
洞
天
福
地
の
文

、

價
値
と
自

然
環
境

義
に
關
す
る

究
會
議
を

續

に
開
催
し
て
い
く

こ
と
が
決
め
ら
れ
た4

）。
こ
こ
で
豫
定
さ
れ
た
會
議
は
、「
首

洞

天
福
地

究
與
保
護
國
際
學

討
會
」
と
題
し
て
、

二
〇
一

九
年
六

二
十
二
日
・
二
十
三
日
に
福
建
省
寧
德
で
開
催
さ
れ
、

日
本
か
ら
は
筆

の
ほ
か
、
當
學
會
員
の
大
形
徹
・
大
西
和
彥
・

二
階
堂
善
弘
・
酒
井
規
史
・
石
野
一
晴
・
廣
瀨
直
記
、
非
學
會
員

の
森
瑞
枝
が
參
加
・
發
表
し
た5

）。

さ
て
、
淸
華
大
學
の
會
議
に
上
記
三
名
が
參
加
し
た
由
來
を

七
一

究
會
議
「
洞
天
福
地
與
東
亞
文

、

」
報



し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
淸
華
大
學
建
築
設
計

究
院

屬

の
建
築
家
で
、
本
會
議
の
組
織
に
重

な
役

を
果
た
す
陶
金
と

の

見
交
換
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
い
く
つ
か
の
提
案
を
お
こ
な

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
現
地

査
の
一
環
と
し
て
二
〇
一
三
年
三

二
十

一
日
に
茅
山
を
訪
れ
、
茅
山

院
の
楊
世
華

長
か
ら
、
た
ま
た

ま
茅
山

院
の
修
築

建
の
仕
事
に
來
て
い
た
陶
金
を
紹
介
さ
れ

た
。
彼
は
そ
の
と
き
す
で
に

敎
と
茅
山
の

史
を

究
し
て
お

り6
）、

話
題
に
の
ぼ
っ
た
の
が
、
洞
天
の
環
境
破

と
保
護
の
問
題

で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
現
地
の
景

と
文

、
記

を
對
照
さ
せ

な
が
ら
、

史
地
理
學

な
手
法
を

入
し
た
い
と
考
え
て
い
た

が
、
第
一
回
（
二
〇
〇
九
年
）
の
天
臺
山
桐
柏
宮
の

査
か
ら
し

て
、
洞
天
の
環
境
破

と
景

の
變
容
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

洞
天
に
建
築
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
と
の
桐
柏
宮
は
、
中
華
人
民

共
和
國
建
國
後
の
ダ
ム
建
設
で
、
傳
來
物
も
ろ
と
も
ダ
ム
湖
の
水

底
に
沈
ん
だ
。
そ
の

邊
に
洞
窟
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
す
ら
不

で
あ
っ
た7

）。
茅
山
の
場
合
も
、
古
來
の
參

は
今
と

っ
て
大

茅
山
の
西
側
の
丘
陵
地
を

い
て
登
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
は
ダ

ム
湖
に
水

し
て
い
る
。
陶
金
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ダ

ム
湖
の
西
へ
り
か
ら
船
に
乘
っ
て
ダ
ム
湖
を

し
て
着
岸
し
、

現
在
の
華
陽
洞
の
方
向
に
登
る
參

を
設
計
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
環
境
變

へ
の

應
に
屬
す
る

も
の
で
、
保
護
で
は
な
い
。
環
境
破

の
も
っ
と
ひ
ど
い
例
は
第

二
大
洞
天
の
委
羽
山
で
、
市
街
地

で
隣
接
の
工
場
が
稼
働
し
て

い
る
た
め
に
排
水
汚
染
が
ひ
ど
く
、
せ
っ
か
く
の
湧
水
が

を

放
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
山
中
の
あ
ち
こ
ち
に
は
墓
地
が
作
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
工
場
や

邊

民
の
理
解
と
協
力
、
保
障
が
必

で
あ
る
。
私
た
ち
外
國
人
か
ら
の
こ
う
し
た

見
は
、
陶
金
に

と
っ
て
耳
の
痛
い
話
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
環
境
變

に

應

す
る
設
計
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
護
に
つ
い
て
中
國
側
の

識
向

上
に
協
力
し
あ
う
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
會
議
の
準
備
段
階
で
私
た
ち
か
ら
提
案
し
た
の
が
、

東
ア
ジ
ア

な

野
で
あ
っ
た
。
中
國
の

敎

究
で
は
、
韓

國
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、

ら
か
に

敎
の
影

を
受
け
た

東
ア
ジ
ア

地
域
に
對
す
る
關
心
が

い
。
そ
れ
は
、
陶
金
ら
も

そ
う
だ
が
、

敎
の
「
本
土
」
性
を
重

す
る
た
め
に
、
東
ア
ジ

七
二

究
會
議
「
洞
天
福
地
與
東
亞
文

、

」
報



ア
に
對
す
る

敎
の
影

は

野
の
外
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
陶
金
の
考
え
で
は
、
洞
天
福
地
は
山
居
を

と
す
る

點
で
「
本
土
」
性
を
備
え
、

市
の
宗
敎
だ
っ
た
佛
敎
は
中
國
に

傳
來
し
て
か
ら
「
山
林

」
し
た
の
で
あ
り
、
必

な
の
は
、
日

本
の
多
く
の

敎

究
の
よ
う
に
、
佛
敎
を

軸
に
し
て

敎
が

そ
の
影

を
受
け
て
い
る
と
す
る

究
よ
り
、「
本
土
」
性
あ
る

い
は
「
在
地
」
性
を
重

し
た

究
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
見
方
を
め
ぐ
っ
て
、
私
た
ち
が
提
示
し
た
東
ア
ジ
ア

な

野

に
よ
り
、
少
な
く
と
も
日
本
に
お
け
る
山
居
を

と
す
る
山
嶽
信

仰
（
つ
ま
り
在
地

な
修

）
と

敎
の
共

性
・
影

の

識
が
彼
ら
に
も
生
じ
、
今
後
の
共
同

究
が
構
想
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た8

）。

以
上
、
本
會
議
の

と

義
、
そ
れ
に
至
る
由
來
の
一
端
を

紹
介
し
た
。
本
會
議
の
動
機
に
對
し
て
は
、
シ
ペ
ー
ル
敎
授
の
環

境
保
護
活
動
だ
け
で
な
く
、
洞
天
を
め
ぐ
る
私
た
ち
の

察
行
動

と

究

果
が
あ
る

度
作
用
し
た
と
言
っ
て
も
許
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
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T
ra
d
itio

n
a
l
C
u
ltu
re

（

演

畫
）h

ttp
s: //w

w
w
.

y
o
u
tu
b
e.co

m
/w
a
tch

?v
＝
fy
S
U
lP
G
2v
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2
）

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ッ
ペ
ー
ル
「
第
一
洞
天：

東
寧
德
霍
童

山

考
」
拙
譯
『
洞
天
福
地

究
』
第
四
號
、
二
〇
一
三
年
六

、

三
〜
九
頁
。

3
）

筆

に
よ
る
「
シ
ッ
ペ
ー
ル
先
生

悼
」
に
本
會
議
で
の
一
コ

マ
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。『
洞
天
福
地

究
』
第
十
號
、
二

〇
二
一
年
三

。

4
）
「
洞
天

・
記
念

施
舟
人：

中
國
傳
統
文

、

中

自
然
哲

學

其
影

」『
澎
湃
新
聞
』
二
〇
二
一
年
二

二
十
六
日
に
寫

眞
が
あ
る
。h

ttp
s: //m

.th
ep
a
p
er.cn

/y
id
ia
n
p
ro
m
D
e
ta
il.

jsp
?co

n
tid
＝
11464278&

fro
m
＝
y
id
ia
n

5
）

酒
井
規
史
「「
首

洞
天
福
地

究
與
保
護
國
際
學

討
會
」

參
加
報

記
」『
洞
天
福
地

究
』
第
九
號
、
二
〇
一
九
年
十
一

、
七
〇
〜
七
六
頁
。
同
じ
號
に
同
會
議
に
對
す
る
李
豐

の
學

總
括

演

文

、

（
酒
井
譯
）、
廣
瀨
直
記
の
發
表
「
二
許
と
洞

天
」
の
論
文

、

も
載
せ
て
い
る
ほ
か
、
大
西
和
彥
の
發
表
「
ベ
ト
ナ

ム
東
北
部
ド
ン
チ
ェ
ウ
地
域
の
福
地《

抱
福
巖》

と
そ
の

邊
」

の
論
文

、

は
『
洞
天
福
地

究
』
第
十
號
に
載
せ
て
い
る
。

6
）

陶
金
「
茅
山
宗
敎
空

の
秩
序
・

史

發
展
の
コ
ン
テ
キ
ス

ト
の
探
求
と

建
」
拙
譯
『
洞
天
福
地

究
』
第
四
號
、
二
〇
一

七
三

究
會
議
「
洞
天
福
地
與
東
亞
文

、

」
報



三
年
六

、
六
九
〜
八
九
頁
。

7
）

二
〇
一
九
年
の

度
の

査
で
は
、
山
中
の

谷
に
「
洞
」
の

字
の
見
え
る

崖

を
發
見
し
た
が
、
そ
の
崖
の
上
部
に
あ
る
と

傳

さ
れ
る
洞
窟
に
は
、

險
な
た
め
登
攀
で
き
な
か
っ
た
。
辻

拓

「
浙
江
省
に
お
け
る
洞
天
福
地
の

部
と

邊

び

士
の

現

の

査
報

」
に
紹
介
が
あ
る
。『
洞
天
福
地

究
』
第
九

號
、
八
八
〜
一
一
一
頁
。

8
）
『
澎
湃
新
聞
』「
洞
天

記
」
に
『
洞
天
福
地

究
』
に
發
表

さ
れ
た
論
文

、

な
ど
が
、
陶
金
ら
に
よ
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
中
國
語
で

飜
譯
發
表
さ
れ
て
い
る
。

h
ttp
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寄

稿

規

集

委

員

會

一
、
寄
稿

は
本
學
會
員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完

原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考

四
百
字
詰
四
十
枚

度

究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰
二
十
枚

度

書

・
新
刊
紹
介

四
百
字
詰
十
枚

度

國
際
學
界
動
向

四
百
字
詰
十
枚

度

な
お
、
論
文

、

寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
論
文

、

旨
を
添
附
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
國
語
に
よ
る
論
文

、

旨

旨
の
作

は
原

に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、

集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語

度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
、
あ

る
い
は

（
ピ
ン
イ
ン
）
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
外
國
語
に
よ
る
論
文

、

旨
の
日
本
語
原
文

、

投
稿
に
際
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
寄
稿

項
、
原
稿
整
理
票
を

參
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
誌
に

載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經

し
た
後
に
ウ
ェ

ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方

は
投
稿
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も

作
權
は
執
筆

に
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

く
だ
さ
い
。）

三
、
原
稿
締
切
は
、
六

二
十
日
、
十
二

二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

四
、

容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

否
は
、
當
學
會
に
御
一
任
く
だ

さ
い
。

五
、

刷
を
御
希

の
方
は
、
有
償
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
印
刷

子
を

作

い
た
し
ま
す
。

六
、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫
眞
版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿

の

と
な
り
ま
す
。

付
先

〒

茨

縣
つ
く
ば
市
天
王
臺
一

一

一

筑
波
大
學
人
文
社
會
科
學

究
科

史
・
人

學
專
攻

丸
山
宏

究
室

日
本

敎
學
會
事
務
局

電
話

〇
二
九
｜
八
五
三
｜
四
〇
五
〇
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七
四


